シンリン クミアイ ノ キノウ ロンテキ ブンセキ ワガクニ シンリン クミアイ ノ ゲンジョウ ト カダイ by 山本 真嗣 et al.
森林組合の機能論的分析
―― 我が国森林組合の現状と課題――
山 本 真 嗣
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１９６５ １９７０ １９７５ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ ２０００ ２００２





















１組合当たり労働者数 ５３．０ ５４．８ ５２．３ ８５．０ １０４．７ ８４．５ ７６．２ ５５．３ ５５．８
表－３ 森林組合の雇用労働者数
資料：森林組合統計をもとに作成
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Peter Blandon（２００２）,“Does Japan need its forest industries ?”, Journal of Forest Economics,
vol.４８，p１８．
４２）両者の間に完全な代替性があるとは考えにくいが，単純化のためそのように仮定する。















































１９９０ １９９２ １９９４ １９９６ １９９８ ２０００ ２００２
面 積 ２３３，０９８ ２２９，６５８ ２１１，７３７ ２０４，９７５ ２１６，９２５ ２２９，８４９ ２４３，６９８


























１９６５ １９７０ １９７５ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ １９９７
一般会計総額 ３０，９２０ ６７，２８０ １５７，５０２ ３５５，６９０ ３６７，３１１ ４４４，８４８ ７０３，５３７ ５７７，９５８
非公共事業 ３，９２３ １０，９０６ ２４，８４７ ５９，３８４ ６３，０１９ ６７，８０６ ９９，６８５ ９３，４５１
公 共 事 業 ２６，９９８ ５６，３７３ １３２，６５５ ２９６，３０６ ３０４，２９２ ３７７，０４３ ６０３，８５２ ４８４，５０７

































１１２ 松山大学論集 第１６巻 第３号
くは，これからも森林組合は現行の組織を維持していくことができるのであろ
うか。次節で検討する。















































www. maff. go. jp/toukei/sokuhou/data/１３-１２０-１０. pdf）。
１９６５ １９７０ １９７５ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ ２０００ ２００２
スギ中丸太 １４，０００ １８，４００ ３１，０００ ３８，７００ ２４，９００ ２６，０００ ２１，７００ １７，２００ １４，０００
米ツガ丸太 １２，６００ １４，４００ ２４，１００ ３４，１００ ２４，７００ ２５，７００ ２５，９００ ２２，３００ ２１，７００
表－７ 丸太価格の推移（単位：円／m３）
資料：木材需給報告書（木材需給累年報告書）







































































産地製材工場 ⇒ 製品市売市場・製品問屋 ⇒ 材木小売店 ⇒
⇒ 大工・工務店 ⇒ 住宅施工現場
【直結型流通システム】
大手製材工場・木材揚港 ⇒ プレカット工場 ⇒ 住宅施工現場
資料：野田「木材流通・市場の変化と森林組合の新たな展開」をもとに作成




















５９）Dougalss C. North,“Institutions, Institutional Change and Economic Performance”, Cam-
bridge University Press,１９９０, p.１３７.




タイプ A ⇒ タイプ A’
タイプ B ⇒ タイプ B’



























１２０ 松山大学論集 第１６巻 第３号
と，もう１つは，システム論的分析自体の必要性（あるいは有用性）が認めら
れてこなかったという可能性である。おそらく前者ではないかと推察される
が，仮にそうであったとしても，今日の森林組合をとりまく状況への処方箋を
システム論的分析が提示しうるのか。
その可能性は十分にあると筆者は考えているが，それについては次の機会に
論じることにする。
森林組合の機能論的分析 １２１
